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部、新座 3 学部の 10 学部で構成され、2015 年










































で、全員 1 人 1 分ずつ、教壇に立った自己紹介
を行う。その後、履修者名簿をもとに、できる












































































やり方で 2013 年度は中学校で 5 グループ・高











































定については後述する）。そして、4 ～ 6 回目
は、授業の後半 3 分の 1 は各自の課題作成とそ
の進捗状況をグループメンバーで共有化する時































































　4 ～ 6 回目では、毎回その後半を使って学級
通信あるいは教科新聞づくりの課題に各グルー




































る、中学校 2 年 3 学期の最初に配付するなど、
配付する学年・時期・タイミングを自分で設定
する。大きさはＡ 3 判 1 枚。メッセージを伝え
るということでは、紙媒体だけでなく、自分で
作った歌を歌う、といったことも想定してよい。






























































げた NGO のレポートを紹介して自分の “ あた
りまえ ” を疑うことの大切さを伝えるもの、生
活習慣として朝食をとることの大切さを科学的
な説明を通して伝えるもの、高校 3 年の最後の
教科の授業で配付する「何のために勉強する
のか、勉強をし続ける必要があるのか」を E・
H・カーの言葉を手がかりとして考えさせるも
の、オリジナルで描いたイラストのミニ作品を
通して「全力で取り組む」ことの大切さを述べ
たものなど、筆者が事前に想定した以上の様々
な学級通信・教科新聞が登場した。発表会の前
の回（6 回目）までには、課題の作成を各自進
めていくが、毎回、グループ内でアイデアを説
明し、下書き段階のものを見せ合って意見交換
することで、次の回までにブラッシュアップす
るといった作業を繰り返していく。絵やイラ
ストの上手な学生も多く、レイアウトに工夫を
凝らしたものがいくつも出来たが、他方、あま
り絵は得意ではないと言っていた学生が、見た
目にも読みたい！と思わせる学級通信を作るの
だといって、グループメンバーに助けられなが
ら、一所懸命手描きのイラストを練習して描き
加えるといった場面も見られた。また、中学校
の卒業式の日のホームルームという設定で、「人
と人との繋がり」というテーマを、FUNKY 
MONKEY BABYS の「希望の唄」という曲に
のせて創作ダンスで伝える、という取り組みを
した学生もいた。 
　各回、また最終回（8 回目）のコメントシー
トでも、自分自身の取り組みを通して、伝える
こと、伝えようとすることを形にする大変さと
面白さを改めて実感したという感想が共通して
見られ、さらに、他の参加者の発表を見て、聴
くことによって、自分の考えつかなかった様々
なアイデアに触れ、刺激を受けたという言及も
多数見られた。 
 
おわりに－今後の課題－ 
　以上のように、筆者の担当クラスでは、2013
年度、2014 年度ともに「未来を創る中学生／
高校生に伝えたいこと」の課題づくりを時間を
かけて行い、その過程で教科指導、生活指導な
どに関する省察を深めるというクラス運営を
行ってきた。 
　個別にクラスの時間外に数名で自主的に模擬
授業をし、それを筆者が見ることはあっても、
時間中にクラス全体の中で、数名を代表として
模擬授業を行うことはまだ出来ていない。本学
の 「教職実践演習」のクラスであれば、同じ免
許教科ばかりでなく、他の教科の人たちからも
意見を得られる貴重な機会になることは間違い
なく、プログラムの中に組み込むことができる
ように検討していきたい。 
　また、池袋キャンパス展開クラスに対して、
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新座キャンパス展開クラスでは、クラス編成に
おいて取得予定免許教科のバリエーションは限
られていて、同じ学科で同じ教科の履修学生が
1 クラスの約半分になる。筆者は今年度（2015
年度）に初めて新座キャンパス展開の 1 クラス
を担当するが、池袋でのグループ分けや活動と
は異なるやり方を導入することも場合によって
は必要になるであろう。進め方について、その
年度ごとに、クラスの条件などにもあわせて臨
機応変に工夫していくことが必要になってくる
と思われる。 
 
